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令 和 ４ 年 １ ２ 月 １ ４ 日 

国土技術政策総合研究所 

 

国総研資料第 1228 号『生物の繁殖場としての沿岸生息

場の評価手法に関する検討－東京湾内外 のホソウミニ

ナに関する事例－』を刊行します！ 
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本資料は、国総研ホームページで公開しています。  

ダウンロード先ＵＲＬ：http://www.nilim.go.jp/lab/bcg/siryou/tnn/tnn1228.htm 

東京湾内外の生息場が持つ巻貝（ホソウミニナ）の繁殖場としての機能を評価するために

必要な、繁殖可能な成貝の割合を、貝の形と重さから簡易に予測するための手法を新たに開

発しました。本手法は繁殖機能を生息場間で比較したり、長期モニタリングしたりする際の

活用が期待できます。 
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